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呼吸器感染症におけ るT-3262の 臨床的 検討

澤 木 政 好 ・三 笠 桂 一 ・国 松 幹 和 ・成 田 亘 啓

奈良県立医科大学第二内科学教室*

T-3262を 呼 吸 器 感 染 症19例 に投 与 し,そ の 臨 床 的 検討 を 行 った 。 本 剤1日300～600mgを

2～4回 に分 け て,食 後 経 口投 与 した 。投 与 日数 は5～14日 間 で あ った 。 経 気 管 吸 引 法(TTA)検

出菌 は,Streptococcus pneumoniae 7例,Haemophilus influenzae 5例,Staphylococcus aureus

2例,Pseudomonas aeruginosa 1例,H.influenzae+S.pneumoniae 1例,H.influenzae+S.

pneumoniae+Branhamella catarrhalis 1例,H.influenzae+Neisseria sp.+α-Streptococcus sp.

1例,Eubacterium lentum+Peptostreptococcus prevotii 1例 で あ っ た。

1.臨 床効 果 は著 効1例,有 効15例,や や 有 効2例,無 効1例 で,有 効 率 は84.2%で あ った 。

2-細 菌 学 的 効 果 では,S.pneumoniae 1株,E.lentum 1株 とP.prevotii 1株 を除 い て,す

べ て消 失 した。

3.副 作 用 は全 例 に認 め られ なか った 。 臨 床 検 査 値 異 常 で は2例 に軽 度 の肝 機 能 障 害 がみ られ た

が,投 与 終 了 後 速 やか に 回復 した。
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T-3262は 経 口の新 ピリドンカルボ ン酸 系 抗菌剤 であ

り,グ ラム陽性菌をは じあ陰性菌,嫌 気性菌 に対 し,広

範囲な抗菌スペ ク トラムを有 し,強 い抗菌 力を示す とさ

れている1)。

今回,我 々は本剤を呼吸器感染症例に投与す る機会を

得たので,そ の有用性 お よび安全性 につい て検討を行 っ

た。

I.対 象お よび方法

1.対 象(Table1)

対象 は,昭 和61年12月 か ら62年6月 にかけ,当

科 に入院 した17例,お よび,外 来通 院中2例 の計19

例 で,疾 患は急性気管支炎5例,肺 炎(主 として気管支

肺炎)6例,慢 性下気道感染症7例(慢 性気管 支炎5例,

びまん性汎細気管支炎2例)と 肺化膿症1例 であった。

急性気管支炎例の基礎疾患 は肺癌が4例 と陳 旧性肺結核

1例 であった。 肺炎では6例 中4例 に 基礎疾患が み ら

れ,肺 癌,石 綿肺,肺 線維症,副 鼻腔気管支炎症候群そ

れぞれ1例 ずつであった。肺化膿症例 では明確 な基礎疾

患は認めなか った。

年齢は29歳 か ら79歳 で男15例 女4例 である。

2.起 炎菌

起炎菌 の検索 は経気管吸引法(TTA)で 行 った。TTA

か ら単独 で細菌 が検 出され たのは15例 で,Streptoco-

ccus pneumoniae 7例,Haemophilus influenzae 5例,

Staphylococcus aureus 2例 とPseudomonas aerugino-

s
a 1例 であ った 。4例 で は 複 数 菌 が 検 出 され,H.in-

fluenzae+S.pneumoniae 1例,H.influenzae+S.pneu-

moniae+Branhamella catarrhalis 1例,H.influmzae

+Neisseria sp.+α-Streptococcus sp.1例,Eubacteri-

um lentum+Peptostreptococcus prevotii 1例 で あ った 。

尚,嫌 気性 菌 が検 出 され た の は 肺 化膿 症 例 で あ った 。

3.投 与 方 法

本 剤1日 量300mg～600mgを2～4回 に分 け て,食

後 経 口投 与 した 。 投 与 日数 は5～14日 間 であ った 。

4.臨 床 効 果 の判 定

臨 床 効 果 の判 定 は,咳 嗽,喀 出痰 の量 お よび性 状,発

熱 呼 吸 困 難 な どの 自覚 症 状,赤 沈,CRP,白 血 球 数,

胸 部X線 像 な どの諸 検 査 を指 標 と し,以 下 の 基 準 に よ り

4段 階 に 区分 した 。

著 効:1週 以 内 に ほ とん どす べ て の症 状,所 見 が 改 善

した 場 合 。

有 効:著 効 基 準 に達 して い な いが,本 剤 投 与 に て充 分

な治 療 効 果 が得 られ た 場 合 。

や や 有 効:本 剤 投 与 に て何 ん らか の改 善 が 得 られ た 場

合 。

無 効:改 善 が 全 く認 め られ な か った 場 合 。

5.副 作 用 の 検 討

本 剤 使 用 中 の副 作 用 につ い ては,臨 床 経 過 を詳 細 に観

察 し,薬 剤 に よ る と思 わ れ る随 伴 症 状 を 見落 とさ な い よ

うに した。 ま た,投 与 前 後 に おけ る 血 液 検 査(赤 血 球
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数,ヘ モ グ ロ ビン,ヘ マ トク リ ッ ト,白 血 球 数,血 液

像),肝 機 能 検 査(GOT, GPT, AL-P, γ-GTP, T-

Bil.),腎 機 能 検 査(BUN,ク レア チ ニ ン)な ど の検 査 を

行 い,薬 剤 に よ る影 響 の 有 無 を 調 べ た 。

II.成 績

1.臨 床効 果

臨 床効 果 は著 効1例,有 効15例,や や 有 効2例,無

効1例 で,有 効 以上 の有 効 率 は84.2%で あ った 。 疾 患

別 に有 効 率 をみ る と,慢 性 下 気 道 感 染 症 で は7例 中 著 効

1例 と有 効6例 で,有 効 率 は100%で あ った(Table

1)。 肺 炎 で は6例 中有 効5例 と や や 有 効1例 で 有 効 率

83.3%で,急 性 気 管 支 炎 は5例 中4例 有 効 と や や有 効

1例 で有 効 率 は80.0%で あ っ た。 急 性 気 管 支 炎 のや や

有 効 例 の基 礎 疾 患 は肺 癌 であ っ た。 肺 化 膿 症 例 は無 効 で

あ っ た(Table 2)。

検 出菌 と臨 床 効 果 をみ る と(Table 3),単 独 菌 感 染 で

は,S.aureusの1例(や や 有 効)を 除 い て,す べ て有 効

であ った(有 効 率93.3%)。 複 数菌 感 染 で は,H.influ-

enzae + S.pneumoniae + B.catarrhalis例 とH.influen-

zae + Neisseria sp.+ α-Streptococcus sp.例 は 有 効 であ

った が,H.influenzae + S.pneumoniae例 が や や 有 効,

E.lentum + P.prevotii例 が 無 効 と 有 効 率 は50 .0%で

あ った(Table 3)。

2.細 菌 学的 効 果

検 出 菌 で 除 菌 され なか っ た の はS.pneumoniae 1株

(臨 床 効 果,有 効)とE.lentum, P.prevotii(同 一 例 よ

り分 離,臨 床 効 果 無 効)の3株 であ っ た。 臨 床 効 果や や

有 効 と 判 定 し た 症 例(No.7)のH.inflenzaeとS

pneumoniaeも,細 菌 学 的 に は,除 菌 され て い た 。菌 交

代 のみ られ た も の は 無か っ た(Table 4)。

3.副 作 用

副 作用 のみ られ た症 例 は なか っ た。

臨 床 検査 値 異常 で は,GPTの 上 昇 が1例,GPT,

Al-P,γ-GTPの 上 昇 が1例 に み ら れ た が,ど ち ら も

軽 度 で あ り,本 剤 投 与 終 了後 に ほ ぼ正 常 に 復 して い る

(Table 5)。

III.考 察

呼 吸 器 感 染 症,特 に,内 服 の抗 菌 剤 の適 応 とな る主 要

菌 種 はS.pneumoniaeとH.influenzaeで あ る と考 え ら

れ る。 今 回 の我 々 の対 象 も,19例 中15例(79.0%)に

両 菌 が関 連 して いた 。 従 っ て,呼 吸 器 感 染 症 の 治療 薬 と

して は,少 な く とも こ の両 菌 に対 して,充 分 な有 効 性 を

有 す る こ とが 望 まれ る21。

最 近 の ピ リ ドン カ ル ボ ン酸 系 抗 菌 剤 の開 発 は 目覚 ま し

い が,す で に臨 床 に供 され て い る ニ ュ ー キ ノ ロ ンで も,

H.influenzaeに は 充 分 な 抗 菌 力 を有 す るが ,S.preu-
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Table 2. Clinical effect on 19 patients treated with T-3262

Table 3. Organisms isolated by transtracheal aspiration and clinical effects

Table 4. Bacteriological response of T-3262 therapy

Eradication rate=eradicated strains / (total strains-unknown strains) x100
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moniaeに やや弱い点 が問題 であ った3}QT-3262は この

点にも改善が加え られてい るとされ ている1)。

今回の本剤 の呼吸器感染症 に対す る臨 床効果 は19例

では,有 効以上の有 効率は84.2%と 満足で きる成績 で

あ った。SpneumoniaeとH. influenzaeの 関連 した15

例では,著 効1例,有 効13例 とやや有効1例 であ り,

有効率は93.3%と 優れた ものであ った。 そ して,ま

た,や や有効であ った1例(H. influenzae+S. pneumo-

niae)で も,少 な くとも,両 菌は除菌 されていた。 これ

らのことは本剤 の呼吸器感染症 におけ る有効性 の可能性

を示唆す るものと考え る。

副作用は19例 全例に認めず,臨 床検査値異常 もGPT

の軽度上昇1例,GPT,γ-GTP,Al-Pの 軽度上昇が1

例に認められたに過 ぎず,投 与終了後,速 やか に改善 さ

れてお り,安 全性 も高 い と推定 され る。

以上,T-3262は 呼 吸器 感染症 の分野 にお いて,有 用

性 の高い薬 剤にな る可能性が示唆 された。
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T-3262 IN RESPIRATORY TRACT INFECTION

MASAYOSHI SAWAKI, KEIICHI MIKASA, MIKIKAZU KUNIMATSU

and NOBUHIRO NARITA

Second Department of Internal Medicine, Nara Medical College,
840 Shijo-machi, Kashiwara-city 634, Japan

T-3262, a new antibacterial drug, was administered to 19 patients with respiratory tract infection
at a daily dose of 300 mg (3 cases) , 450 mg (8) and 600 mg (8), and the clinical effect was assessed.

Organisms isolated by transtracheal aspiration were Streptococcus pneumoniae (7 cases), Haemophilus
influenzae (5), Staphylococcus aureus (2), Pseudomonas aeruginosa (1) , H. influenzae plus S. pneu-
moniae (1), H. influenzae plus S. pneumoniae plus Branhaniella catarrhalis (1) , H. influenzae plus
Neisseria sp. plus a-Streptococcus sp. (1), and Eubacterium lentum plus Peptostreptococcus prevotii

(1).
Clinical evaluation was rated as excellent in 1 cose , good in 15, fair in 2 and poor in 1, giving an

overall efficacy rate of 84. 2%.
Regarding bacteriological efficacy, all strains isolated except S. pneumoniae (1 strain) , E. lentum (1)

and P. prevotii (1) were eradicated.
No side effect was observed in the 19 cases, and abnormal laboratory examination values were

limited to mild transient disturbance of liver function in two cases .


